
令和７年度 第１回 浜松市立神久呂中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和７年５月２２日（木） 午後２時３０分から午後４時３０分まで 

２ 開 催 場 所  浜松市立神久呂中学校 大会議室 

３ 出 席 委 員  池谷 昭広、谷井 文明、池谷 友美子、中居 丈幸、宮澤 俊英、 

伊藤 直樹、松田 友秀、中山 清春、古橋 律子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ オブザーバー  竹本 澄生（神久呂協働センター所長） 

６ 学    校  小林 貴道（校長）、吉春 雅子（教頭）、髙野 雄太（教務主任）、鈴木 義典（ＣＳ担当）、 

          村越 敬弘（ＣＳ担当）、八嶋 志帆（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会   なし 

８ 傍 聴 人   なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 八嶋 志帆 

10 会長の選出及び副会長の選出 

   司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、宮澤委員から池谷昭広委員を会長に推挙す

る旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任された池谷昭広委員から、

宮澤俊英委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

11 議長の選出 

   司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、池谷友美子委員を推挙する旨の発言があり

全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項 

（１）学校運営の基本方針について 

（２）職場体験（２年生）・授業ボランティア（家庭科）等について 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書（案）について 

13 会議記録 

   司会の鈴木から、委員総数9人全員の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している旨の

報告があった。 

   

    （１）学校運営の基本方針について 

     議長の指示により校長から、学校経営案に基づき学校運営の基本方針について説明があり、委員から

は、以下の発言があった。 

      ・地域という言葉が何度も出てきたが、どう関わっていくかもう少し考えていきたい。（池谷会長） 

      ・あいさつをしてくれる生徒がたくさんいる。必ず返してくれる。（池谷会長、池谷友委員） 

      ・日本は自己肯定感が低い。学校生活の中でみんなでやりとげた達成感や、地域との別の大人との

つながりで自分を認めてくれる自己肯定感を深めるような教育を応援したい。（宮澤委員） 

      ・小学校では、ＣＳを知っている保護者が7割。どんな活動かを知っている保護者が2割。ＣＳの

活動を広報などに載せてもらいながら知ってもらいたい。（谷井委員） 

      ・子供の居場所について、報道では家にいたくない子がいると聞く。家庭って、なかなか見えてこ

ない。中学生は会話が減ってくる。そんな中、神久呂は穏やかだと思う。（古橋委員） 

      ・ＣＳの発信の仕方。委員の中にＰＴＡに関わっている方が3名いるので、ＰＴＡでも発信できた



らいいと思う。（池谷会長） 

      ・ＣＳの発信は大切だと思う。（池谷友委員） 

      ・コロナ以降、実際に子供たちにとって何が必要なものかをずっと考えている。（伊藤委員） 

      ・ＰＴＡと学校が変わっていく時期。（池谷友委員） 

      ・いろいろ限界があるので地域の方の力をお借りできたらと思う。（中居委員） 

      ・小学校、中学校、自治会とのかかわりについて。中学校の部活動が少なくなっているが、地域に

移行するといってもうまくいっていない。昔の子よりも家に閉じこもっている。先生もどう指導

していいか分からない。共稼ぎの家も増えている。自治会に入らない家庭も増えている。子供会

も少なくなっている。地域とのつながりが減ってきている。今後、より大変になっていく。（中

山委員）  

      ・子供たちには自分の地域を大事にしてもらいたい。個を大事にして人のことを気にならないこと

が気になってしまう。（池谷友委員） 

      協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

    （２）職場体験（２年生）・授業ボランティア（家庭科）等について 

     議長の指示によりコーディネーターの谷井委員から、職場体験（２年生）、受験前の面接の模擬試験

（３年生）や家庭科の授業ボランティアについて説明があった。 

      ・特に職場体験の実習先について。基本は子供が安全に行ける範囲（庄内～富塚辺り）。多種多様

な職業を募集している。図書館、動物園、フラワーパーク、病院など。（谷井委員） 

      ・今年はコーディネーターがお一人なので、委員みなさんでよろしくお願いします。（池谷会長） 

 

    （３）夢育やらまいか事業に対する意見書（案）について 

       議長の指示により池谷会長から夢育やらまいか事業に対する意見書（案）を基に学校運営の基本方

針を具現化するためにどのようなことを進めていくかの説明があった。 

これに対し委員からは、以下の発言があった。 

 ・家庭科の授業でも多くの地域の方、保護者の方に手伝ってもらっている。野外活動でも教えて

くれる人がついてくれればと思う。授業では、家庭科以外にも何か必要なものはあるか。（古橋委

員） 

 ・防災教育でお話ししてくれる人がいれば。（教頭先生） 

 ・西谷は自衛隊とかかわりがあるので話を聞く機会がある。平日はどうか。（宮澤委員） 

 ・書写の先生がいらっしゃれば。（髙野先生） 

 ・一人声をかけてみます。（古橋委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

       その他連絡事項 

        ・司会から、次回令和７年度第２回の学校運営協議会は、令和７年７月３０日（水）午後１時３０分

から大会議室で開催する旨の報告があった。 

・校長先生より、令和８年９月以降の土日の部活動についての説明があった。 

地域の方で子供たちの居場所づくりを考えていただきたい。 

学校の施設開放、プールはＮＧ。 



クラブチームとなってできる部活もあれば、できない部活もある。 

地域の方も学校としても長く続けられるもの、やったことのない競技、カルチャーなど。 


